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新しいローマクラブ報告書 「 Earth for All 万人のための地球」
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先日、世界の人口は 80 億人を超えた。50 
年前『成長の限界』は、その人口の増大や産

業の成長が人類を崩壊の淵に押しやる可能性

に つ い て 警 鐘 を 鳴 ら し、 世 界 に 衝 撃 を 与 え

た。今日、世界は様々な危機に瀕している。

地球は温暖化や多様性など複数のプラネタ

リーバウンダリーを越えており、貧困やジェ

ンダーなど多くのソーシャルバウンダリーも

満たされず、広範な不平等が社会に深刻な不

安定性をもたらしている。それらに効果的に

対処する方法はないように見える。

「Earth for All 万人のための地球」（丸善

出版）は、これらの地球的課題に対する解決

策 の 提 案 で あ り、 よ り 良 い 未 来 へ の ロ ー ド

マ ッ プ を 提 供 す る も の で あ る。 最 も 大 き な

メッセージは、「成長の限界」から「プラネ

タリーバウンダリー」へである。そのために、

人類の未来に関する対照的な二つのシナリオ

（「小出し手遅れ」シナリオと「大きな飛躍」

シナリオ）を作成し、それぞれのインプリケー

ション ( 意味合い ) を総合的に分析している。

 「 小 出 し 手 遅 れ 」 シ ナ リ オ は 、 基 本 的 に

「現状なりゆき（BAU）」の経路を想定し

たものである。一方、「大きな飛躍」シナリ

オは、一世代で実施可能で、すべての人に繁

栄をもたらす 「5 つの劇的な方向転換」を

導入し、プラネタリーバウンダリーの範囲内

で幸福を最大化するという「ウェルビーイン

グ経済」への移行を提唱している。

分析に当たっては、新たに、「平均ウェル

ビーイング指数」と「社会緊張指数」を導入

し、それらを使って二つのシナリオのもとに

おける人類の未来を検証している。概要は以

下の通りである。

まず、「小出し手遅れ」シナリオの下では、

気候変動に効果的に対応できず、2100 年に

は地球の平均気温は 2.5℃以上上昇する。多

様性など自然に対する影響は極めて大きく

な り、 気 候 な ど の 異 常 事 態 が 起 こ る こ と が

ニューノーマルとなる。国内外の不平等は増

大し続ける。それでも一人当たりの GDP は

増大し、今世紀末には一人当たり１万ドルの

レベルに達する。それに伴い、人口は 90 億

人程度のレベルでピークを迎える。政府は異

常事態に対応するだけで精いっぱいとなり、

社 会 的 緊 張 は 増 大 し、 幾 つ か の 社 会 が 崩 壊

し、小さな国に分裂していく（図１参照）。

一 方、「大 き な 飛 躍」 シ ナ リ オ の 下 で は、

人口は今世紀後半には減少に転じ、2100 年

に は 2000 年 と 同 レ ベ ル の 60 億 人 程 度 に な

る。この人口の安定化は、再エネおよび再生

型農業の推進や過剰消費の削減などと相まっ

て、自然資源にかかる圧力の大幅な低減を実

現する。温室効果ガスの排出量は 2050 年代

には約 90％削減され、世紀末には 1.5℃程度

まで戻す見通しが立っている。社会的緊張は

安定して減少し、 ウェルビーイングが向上す

る。国民は政府への信頼を取り戻し、極度の

貧困は解消される（図２参照）。 
 「５つの劇的な方向転換」とは、2050 年ま

でに「貧困」と「不平等」を覆し、「疎外さ

れた人々」をエンパワーし、「食料」と「エ

ネルギー」の変革を進めることであり、この

５つのシステムを転換する具体的な政策を提

示している。それぞれ以下のような内容と

なっている。

● 「貧困」に対しては、途上国を中心とした

貧困に対処するために必要な政策として、

途上国の政策策定可能範囲の拡大、IMFの

特別引き出し権（SDRs）の拡大による途上
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国による資金の確保、途上国の産業を保護

する貿易構造の変革、知的財産権に関する

国際協定（TRIPS）の運用の改善による技術

へのアクセスの向上などを提唱している。

● 「不平等」に対しては、上位10％の富裕

層と下位40％の貧困層の所得が同じになる

（パルマ比率を1にする）ようにすること

が社会的緊張を抑制する基本的な要件であ

るとしている。その上で、累進課税の強化

や富裕税などを検討するとともに、自然資

源に課税しそれを庶民に配分する「普遍的

基礎配当（Universal Basic Dividends）」

の導入などを提案している。

● 「 疎 外 さ れ た 人 々 の エ ン パ ワ メ ン ト 」 に

関しては、教育格差や賃金格差、相続上の

差別などへの対処を中心としたジェンダー

平等を核に、「システム思考」や「批判的

思考」を基にした教育の抜本的改革、ユニ

バーサルヘルスケアの実現、「普遍的基礎

配当」の導入などが提案されている。

● 「農業」に関してはこれ以上農地を拡大し

ないようにし、また、農地を炭素の排出減

でなく貯蔵庫としていくために、再生型農

業や持続的集約化を推進する必要があると

している。それにより、より少ない土地で

より多くを生産し、劣化した土地を再生し

ていくことが可能となる。また、赤身肉の

消費を減らし野菜や豆類を中心とした健全

な食生活への移行や、食品ロスへの対応が

重要としている。

● 「 エ ネ ル ギ ー 」 に 関 し て は 、 徹 底 的 な 効

率化とすべての電化、さらに太陽・風力・

バッテリーによる再エネの指数関数的推進

（炭素の法則）により、エネルギーが豊穣

となる世界を見通している。そして、すべ

ての産業の脱炭素化と豊穣なエネルギーを

利用したDAC（直接空気回収）の活用など

により、世紀末には気候ポジティブの世界

の実現が見通されるとしている。また、豊

穣で安価なクリーン電力は、アップサイク

ルするのに十分な電力を供給できるので、

ほぼ完全な循環経済を実現できる。

上記の 5 つの画期的な方向転換は、つまる

ところ、現在のレンティア（不労所得）資本

主義を、すべての人々と地球のために機能す

る「人新世」にふさわしい経済に再構成する

ことである。それには、金融におけるショー

トターミズムを克服し、政府の役割を強化す

ることにより金融システムを抜本的に変革す

ることが必要となる。また、上記の「普遍的

基礎配当」のように、あらゆる種類の（生産

的・自然的・知的・社会的）コモンズの利用

に課金をし、市民ファンドを通じてそれを庶

民に還元するシステムを導入することも不可

欠である。

以上のような内容を持つ「万人のための地球」 
は、不確実な時代に対する深遠なビジョンであ

り、より良い未来へのロードマップである。

図１：「小出し手遅れ」シナリオによる将来の経路　
（Earth for All 万人のための地球、丸善出版）

図２；「大きな飛躍」シナリオによる将来の経路
（Earth for All 万人のための地球、丸善出版）
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